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論 文 の 要 旨 
本研究は、ケニアの首都ナイロビの都市景観への関心から、トポニム（Toponymy : 地名学）の方
法に基づき、都市空間上の様々な地名が住民のアイデンティテイ形成と空間政策に与えた役割を歴史
的に考察したものである。ナイロビの都市史を、政治体制の変容を踏まえ、①植民地期 1899-1963、
②独立後の期間 1964-1990、③現代（1990年から 2017年まで）の 3期に区分して分析している。 
 序論として、第 1章では本研究の背景と目的が記される。第 2章では分析枠組みが定義され、第 3
章では使用した資料の解説と研究の方法論が論じられる。 
第 4章では、イギリスの植民地政府による土地の収奪・占拠を背景に、イギリス人による政治的、
文化的イデオロギーを伴う地名が支配的であったことを明らかにしている。 
第 5章では、独立後において、植民地時代の英語による地名の多くが拒否され、ナショナリズムと
汎アフリカ主義に基づく現地語の地名へと書き換えられていった経緯が明らかにされている。 
第 6章ではキベラ・マダレ・ムクルの 3大スラムにおける地名に着目し、出自となる民族や共同体、
更には自らが受けた戦争や暴力の被害に因んだ名前を地区名や街区名等に積極的に採用することで、
住民がアイデンティティと帰属意識を表明したものと論じられている。 
第 7章では、グローバル企業が記念的建築物や公共空間を活用して宣伝を行う、いわば地名の商品
化に着目し、その戦略意図と都市空間のアイデンティティの更なる変容を展望している。 
結論として、第 8章では、本研究による事実発見上の貢献、方法論的及び理論的な貢献が整理され
る。その上で、政府と行政、住民、グローバル企業からなる多様な名づけから生まれるアイデンティ
ティ形成は、都市・地域の新たなガバナンス論の基礎となりうることを展望している。 
 審 査 の 要 旨 
【批評】 
 ナイロビは 19 世紀後半におけるイギリス植民都市計画に起源を持ち、独立期を経て急速な人口増
加と市街地拡大を遂げ、今日ではケニアのみならず東アフリカ地域の首都と呼ばれる都市である。高
層ビルの集積した CBD、独立期にケニア人自身によって計画された近代市街地、そしてアフリカ最大
ともいわれるスラムの存在など、ナイロビの都市空間には、その歴史的変動とともに刻まれた都市の
アイデンティティ要素が様々な形で現れている。本研究は、ナイロビの歴史的変容を地名学に基づき
分析することで、これまで物理的発展の経緯のみが知られてきた都市形成を、名づけ行為を通じた住
民自身による空間の獲得という視点から新たに意味づけ更新しようと試みたものである。 
 本研究が評価されるのは、第一にケニア及び東アフリカの中心都市であるナイロビに着目したこと
の適切性があげられる。第二に、住民によるアイデンティティ付与というソフト面の現象に、地名学
を用いてアプローチしたという方法的なオリジナリティと説得力をあげることができる。 
第一の点については、ナイロビの持つ経済的な重要性と裏腹の関係にある不均衡な都市構造、交通
渋滞、貧富の差、グローバル化といった諸問題の位置づけを、研究の問題意識として評価することが
できる。近年ではわが国による国際協力も様々に実施されており参照可能性も高いといえる。 
第二の点については、既往研究では必ずしも主題的に触れられてこなかったアイデンティティとい
う側面に着目し、住民目線に立って都市の変容の意味を論じようとしており、今後のナイロビにおけ
る住民主体の都市形成において極めて重要な示唆を与えるものとして評価することができる。また、
そのために採用された地名学は、ケビン・リンチの『都市のイメージ』にも関連する重要な方法であ
るが、多くの民族から構成される多様な文化・言語世界に切り込む上で有効性が認められる。数例を
挙げれば、植民地期の道路名に刻まれた王室への忠誠、独立期の広場に込められた民族自立への希望、
スラム街の地名に象徴される弱者・貧者への共感といった重要なアイデンティティ要素が、地名から
導き出されている。 
一方、本研究には課題も存在する。アフリカの現代史の複雑さを考えると、研究の骨子である 3期
の時代区分はなお精緻化が期待される。アイデンティティを論じる上では、国家、民族、個人といっ
た各意識レベルにより踏み込むことで、狭義の都市計画論をこえたガバナンス論に発展しえよう。 
とはいえ、ケニア国内のみならずイギリスの行政機関、図書館・資料館等で精力的に収集された史
資料と、住民への粘り強いヒアリング結果との分析から得られた本研究は、ナイロビに関する斬新で
オリジナルな知見を提供するものとして高く評価できる。 
【最終試験の結果】 
平成 30年 2月 7 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
